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こから生まれた新しい左派勢力である広域戦線が 2017 年総選挙で台頭したことは、2019 年
の社会危機の以前から既存のシステムに対する問題提起がなされていたことを示している。
これまで学生運動や新しい左派勢力が示してきた変革への意思は、2019 年の社会危機を通じ








2019 年 10 月中旬以降チリは民主化以来最大の社会的、政治的混乱に直面している。地下鉄の
運賃値上げに反対する、高校生集団による改札突破行動に端を発し、年金、賃金、医療、教育な
ど政府に対する抗議行動が一気に拡大した。抗議行動が放火、略奪、破壊行為を伴いつつ、過激
化、暴力化したことに対して、ピニェラ（Sebastián Piñera）大統領は 10 月 19 日深夜に非常事態宣
言を発令し、治安維持を目的として軍を投入した。他方で、抗議行動への共感や政府の抑圧的な
















                                                        
1 本稿では、2019 年 10 月中旬以来の一連の抗議行動や社会的、政治的混乱を総称して、現地メディアで用いら
れている “Crisis Social” から「社会危機」と呼ぶことにする。 
学生運動と新しい左派勢力からみるチリの「社会危機」 

































                                                        
2 DESOC/CMD/COES “Termómetro Social, Octubre 2019”（2019 年 11 月 7 日アクセス）. 
3 Activa Research “Pulso Ciudadano: Crisis en Chile, Especial Octubre 2019”（2019 年 11 月 7 日アクセス）. 
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図 1 民主化後の政治制度から抗議行動の頻発や増加に至るまでの流れ 
 

















している状況を示す “malestar” というスペイン語の単語である。図 2 は Google におけるこの 10




                                                        
5 二名制は全ての選挙区の定数が 2 であり、各選挙区において中道左派勢力と右派勢力が 1 名ずつ選出されるよ
うな制度設計となっていた。詳細な制度設計の内容については、浦部［2008: 180-181; 2015: 149］を参照のこ
と。 
6 時期により異なるが、一般的に中道左派政党連合は「コンセルタシオン（Concertación de Partidos por la 
Democracia）」ないし「新多数派（Nueva Mayoría）」、右派政党連合は「アリアンサ（Alianza）」ないし「行くぞ
チリ（Chile Vamos）」を指す。 
7 ラティノバロメトロ（Latinobarómetro）によると、チリの 1995 年から 2018 年までの間において、議会に対す
る信頼度は 1997 年に 54%だったのに対し 2017 年には 17%、政党に対する信頼度は 1997 年に 35%だったのに
対し 2017 年には 11%にまで下落した。http://www.latinobarometro.org/lat.jsp（2019 年 11 月 13 日アクセス）. 
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図 2 チリにおける “malestar” という単語の Googleでの検索頻度 
（2010年 1月〜2019年 10月） 
 
（出所）Google トレンドで得られたデータをもとに筆者作成。 




2017 年には 50%を切る水準にまで低下した 8。第二に、政治に対するインフォーマルな形での意
思表示として、市民の不満は抗議行動となって現れた。2000 年代前半の段階では、チリを代表す
る知識人であるガレトンから社会運動の現状と将来について悲観的な見方がなされていたが
［Garretón 2003］、2000 年代後半から抗議行動は増加した。抗議行動の発生件数は 2000 年代前半
と 2012 年を比較しておおよそ 3 倍から 4 倍程度に増加し［Somma & Medel 2017］、2012 年から











                                                        

















































2011 年の学生運動のリーダーたちからしばしば強調された［Vallejo 2012; Jackson 2013］9。のちに
                                                        
9 バジェホ（Camila Vallejo）はチリ大学、ジャクソン（Giorgio Jackson）はカトリカ大学の学生組織の 2011 年の
代表を務め、2011 年の学生運動の顔となった。2011 年の学生運動のリーダー自身に加えて、2012 年の学生運
動のリーダーへのインタビュー記事「Los universitarios afinan su estrategia」（Punto Final, Nº 751, 20 de enero 
2012）においても、同様の問題意識が語られている。そのうちのひとりが、後にジャクソンとともに新しい左
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高等教育の無償化を求める大規模な学生運動は 2011 年以降も継続し、最終的に 2016 年には無
償化の制度が導入されるに至った。それにもかかわらず、先に示したように 2019 年の社会危機に



























                                                        
派勢力の中心となるボリッチ（Gabriel Boric）である。 
10 注 2 および注 3 を参照のこと。 
11 La Tercera, 6 de junio de 2019 “Mineduc entrega resultados de segunda etapa de proceso de beneficios de educación 
superior”（2019 年 11 月 12 日アクセス）. 
12 Criteria Research “Agenda Ciudadana, Octubre 2019”（2019 年 11 月 7 日アクセス）. 
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学出身のジャクソン（Giorgio Jackson）やチリ大学出身のボリッチ（Gabriel Boric）である 13。彼
らは、それぞれの大学において、チリの学生運動の中で影響力を持った共産党（Partido Comunista 














                                                        
13 ジャクソンやボリッチのほかにも、2011 年の最も有名な学生リーダーのひとりであるバジェホが 2013 年の国








15 Demasiado Tarde (CNN Chile), 18 de junio de 2013 “Elecciones 2013 - Giorgio Jackson, Revolución Democrática”
（2019 年 11 月 7 日アクセス）、El País, 5 de junio de 2013 “Los líderes de la revuelta estudiantil chilena buscan 
escaños en el Congreso”（2019 年 11 月 7 日アクセス）. 
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（2） 新しい左派勢力「広域戦線」の結成 































 2017 年 11 月から 12 月に実施された大統領選挙ではピニェラが 2 度目の当選を果たし、国会議
                                                        
16 2018 年 11 月にオートノミズム運動は解党され、他の左派少数政党とともに「社会集合（Convergencia 
Social）」が結成された。 
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員選挙でも右派政党連合が勝利し、中道左派から右派への政権交代がなされた。その一方で、広
域戦線に関しては、大統領選挙第1回投票において、広域戦線の候補者サンチェス（Beatriz Sánchez）
が 20.3%の得票で、第 3 位につけた。従来どおり二大政党連合の候補者が 1 位と 2 位を占めたも
のの、2 位となった中道左派連合の候補者ギジェル（Alejandro Guillier）の得票 22.7%へと肉薄し




議席数が下院 120 議席から 155 議席、上院 38 議席から 50 議席へと増加し、各選挙区の定数が下











いた分析では、広域戦線への投票者の傾向として、若年層の割合が高い（60%が 18 歳から 35 歳）、
市民参加型の政治決定に賛同的で専門家による政治決定に批判的、政治的関心が高く民主主義へ
の期待感も高い、という結果が見られている［Santana et al. 2018; Santana et al. 2019］。一方で、広







et al. 2018; Santana et al. 2019］。第１節でも述べたように、チリの民主化後の 30 年間で、代表性や
                                                        
19 新しい選挙制度は 2015 年にバチェレ政権下で法制化され、2017 年の選挙から導入された。制度の具体的な内
容については、浦部［2019］および三浦［2018］を参照のこと。 
20 La Tercera, 19 de noviembre de 2017 “Beatriz Sánchez sorprende con un 20% de los votos pero queda fuera de la segunda 
vuelta”（2019 年 11 月 12 日アクセス）. 
21 24 Horas, 20 de noviembre de 2017 “Coaliciones políticas: ¿Quién ganó las elecciones?”（2019 年 11 月 12 日アクセ
ス）. 
22 La Tercera, 10 de diciembre de 2017 “Big Data Electoral: ¿Quiénes son los votantes de Beatriz Sánchez?”（2019 年 11
月 12 日アクセス）.、La Tercera, 16 de diciembre de 2017 “Cuál es el peso de los nuevos votantes en la elección 
presidencial”（2019 年 11 月 12 日アクセス）. 
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り 24、高校生代表組織が運動に加わったのは運動が開始された後である。組織なき SNS 主導型の
                                                        
23 2019 年 10 月中旬から下旬にかけての抗議行動の初期段階において行われた世論調査からも、当初はそうした
具体的な問題についての不満に焦点が当てられていることがわかる。Ipsos “Movilizaciones sociales de octubre 
2019”、Encuesta Ciudadana “Primera Encuesta Ciudadana”、Activa Research “Pulso Ciudadano: Crisis en Chile, 
Especial Octubre 2019” （2019 年 11 月 7 日アクセス）. 
24 El Líbero, 18 de octubre de 2019 “Las evasiones masivas en el metro de Santiago partieron por un meme”（2019 年 11
月 11 日アクセス）. 
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道が開けたことである。11 月 15 日、広域戦線の政党も含む与野党で、「社会平和と新憲法のため
の合意（Acuerdo Por la Paz Social y la Nueva Constitución）」が結ばれ、新憲法制定や制憲議会に関







                                                        
25 確かにこれまでもチリの学生運動の中で SNS が用いられることがあったが、あくまで組織的に用いられるも
のであり［García et al 2014; 三浦 2017］、SNS を中心に組織の意思を超えて運動が広がりを見せることはなか
った。 
26 Noticias y Protagonistas, 24 de octubre de 2019 “Sofía Donoso: «En Chile estamos viviendo la peor crisis política y 
social»”（2019 年 11 月 7 日アクセス）. 
27 CIPER, 29 de octubre de 2019 “Las raíces de la conflictividad y radicalización de la protesta en Chile: lo que sabemos y lo 
que no”（2019 年 11 月 13 日アクセス）. 
28 Frente Amplio, 18 de octubre de 2019 “Declaración ante las movilizaciones en la región metropolitana”（2019 年 11 月
13 日アクセス）.、Frente Amplio, 20 de octubre de 2019 “Declaración pública de la mesa nacional del Frente Amplio 
por la jornada de protesta nacional”（2019 年 11 月 13 日アクセス）、Frente Amplio, 8 de noviembre de 2019 “¡¡NO 
ESTAMOS EN GUERRA!! Declaración Pública respecto de la agenda antidemocrática y represiva del Gobierno de 
Sebastián Piñera”（2019 年 11 月 13 日アクセス）. 
29 El Mercurio, 16 de noviembre de 2019, C6 “Si cada uno se queda reivindicando sus opiniones ante un espejo, la verdad es 
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que las cosas no cambian” 
30 Cadem “Encuesta Plaza Pública, Cuarta semana de Octubre - Estudio No.302”（2019 年 11 月 7 日アクセス）. 







いる。（Radio UChile, 17 de noviembre de 2019, “La incertidumbre se instala en el Frente Amplio tras acuerdo por nueva 
Constitución”（2019 年 11 月 18 日アクセス）.） 
33 新憲法制定に向けた合意の中で、制憲会議のメンバーの選出には現行の選挙制度が用いるとされた。これまで
のチリの政治の勢力図や現行の選挙制度を考慮すると、一方の勢力が 3 分の 2 を占めることは難しく、新憲法
制定派にとって大きなハードルとなる。 
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危機では、10 月 25 日の 120 万人規模のデモや世論調査の結果に示されるように、多くの人々が
街頭、職場、学校、家庭、ソーシャルメディアなどを通じて変革への意思表示を行った 34。そう
した人々の変革の意思表示の結果が、新憲法制定に向けた合意である。 






























                                                        
34 Encuesta Ciudadana “Primera Encuesta Ciudadana”、Cadem “Encuesta Plaza Pública, Cuarta semana de Octubre - 
Estudio No.302”（2019 年 11 月 7 日アクセス）. 
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